
食 人 文 化 と 人 間 の 認 識(そ の1)

一 日本語 ・英語 ・スペイン語 ・ルーマニア語カニバ リズム表現における

ジェンダー言語態への認知言語学的アプローチ ー

輻森 雅史 ・森山 智浩

1.は じめに

本稿 は,言 語 の側面 か ら 「食 人文化 と人間 の認 識」 を見つ め るこ とをテーマ に2回 に

渡 って論 じる前半部 に当たる。社会学や文化人類学 な ど,こ れ まで多 くの研 究者が人 間の

食人文化 を考察 して きた(cfHarris(1977),Attali(1979),Arens(1979),吉 田(1988),

吉 岡(1989),Sanday(1986),Bataille(1973,1977))。 性 的カニバ リズ ムに焦点 を絞 って

も同様で,言 語学分野で は主 に社会言語学(特 にジェ ンダー研究)が その任 を担 って きた

が,そ こで はあ くまで も 「性差 」 としての言語 表現が扱 われ,性 の対象物 としての 「女性

観」 の域 を出ない ものであ った(cf平 賀(1997),熊 抱(2006))。 これ らは語 彙 に現れ る

性差 を見 る上で非常 に優 れ た研 究であ る一方,女 性 を対 象 とした表現 数 よ り劣 る もの の,

「年下 の男 ばか りをつ まみ食 い している」 や 「他の男 を漁 ってい る」 とい った隠喩 表現 な

ど,男 性志 向の カニバ リズム表現 も存在 してい る。 また,根 源 領域(sourcedomain)の

選択 には感覚運動経験(sensorimotorexperience)や 社 会文化 との相 互作用 に よって生 じ

る人間 の本 性 の産物(productsofhumannature)が 大 き く関 って いる(cf.Lakoffand

Johnson45-46,117-118)。 こう した事 実 を鑑 み る と,社 会情 勢 に関 る 「強者か ら弱者へ 」

とい う本能 こそがパ ラメー ター となって女性志 向/男 性志向表現 とい う定項が 同定 される

ので あろうが,そ うした性 的食 人性 が人 間の無意識的意識 に本来 的に備 わっている とす る

な らば,社 会 言語学 の枠組 み を超 えて(も し くは学際 的に),そ れ を言語 として具 現化 さ

せ るフ レーム(frame)お よびス クリプ ト(script)が 如何 なるモノかを明 らか にす る必要

が ある。 また,食 人表現の隠喩 にお ける根源領域選択 のメカニズムにつ いては,そ の 「外

側」 に存在す る社会 ・文化 的ゲシ ュタル トとの相 互作用 の プロセス を,さ らには,そ うし

た認識 メカニズ ムが異言語 間にまたが って存在 している人 間言語文化 であるのか どうか と

い う反証可能性 を も見つ める必要が ある。そ こで,本 稿で は,脳 科 学の枠組み におい て言

語文化 に根差 した隠喩 ・比喩表現論 を中核 とす る認知意味論(CognitiveSemantics)の 言者

理論 を採用 し,第 二章で はまず,食 人研究 にお ける社会学 ・文化人類学的諸相 を鳥鰍 した

後,言 語学 にお いて食人認識 を見 つめる さらなる研究意義 を問 う。 そ して,第 三章で は身

体部位 の参与者 の 中で も性的食人表現 に胸 部が プロファイル(profile)さ れ るためのべ ー
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ス(base)と して人体構造 化認識 に光 を当てる一方,第 四章で はそ う した表現 に選択制 限

が生 じる場 合 には食文化 に関 る民族言 語文化 の相 違が 目標領域(goaldomain)を 規定す

るための トリガー(triggar)と な る投射 関係(projection)を 明 らか にす る。 その後,第

五章 で は,第 二 章 一第 四章で観 察 された性 的食 人表現 を成立 させ る経験 のゲ シュ タル ト

(experientailgeshtalt)が 如何 なるス ク リプ トに よって構成 されて い るのか を図地分 化

(figure/groundsegregation)の 観 点 か ら論 じ,最 終 的 には,そ こか ら導 き出 された フ

レームが理解行為 に関る構造 のメタフ ァー(constructionalmetaphor)を も支 える動物性

として明確 な境界 を表 さない内在性(immanence)を 持 ち得 ることを確認す る。 なお,第

二章 では現存す るカニバ リス トの証言 を研究題材 として扱 うため に主 にパ リ人肉事件 を採

り上 げるが,第 二章 一第五章 にお ける論述 内容 のさ らなる妥 当性 を検証す るために,そ の

事件 当事者の数々の言語表現 との認知的整合性 も適宜確認す る。

2.研 究意 義

2.1.食 人研究 にお ける社会学 ・文化人類学的諸相 一 パ リ人肉事件も交 えて 一

今 か ら約30年 前 の1981年6月11日,日 本 全土 を震撚 させ る事件 が発 生 した。 い わゆ

る 「パ リ人 肉事件 」で ある1。 博 士課程 を修 了す るために フランス留学 中であった佐 川一

政(さ が わ いっせ い)元 被告(当 時32歳)(以 下,敬 称 略)に よって,級 友 であったオラ

ンダ人留 学生 レネ ・アルテベル トさん(当 時25歳)が 銃殺 され,遺 体 発見 の2日 後 に逮

捕 に至 った。 この事件 で世 間 の注 目を集 めた のが,「 食す 」 ため に犯 行 に至 った佐 川の

「狂気性 」で あ り,そ の異常 な動機づ けに対 す る日本 国民 の反応 が如何 ようであ ったか は

以下の当時の新 聞記事 か らも読み取れる。

(1)a.学 友 オラ ンダ女性 を邦人留学生がバ ラバ ラ殺 人 パ リ

死体の一部たべる 首相訪問前,世 論わ く

【パ リ十 六 日=宝 利特派員 】 日本人留学 生が 同 じ大学 に学ぶ オラ ンダ人女性 を

殺害,死 体 をバ ラバ ラに して ブーローニ ュの森 に捨て,体 の一部 を食べ ていた

とい う異常 な事件が十六 日,明 るみ に出た。犯行の動機 は,求 愛 を拒 まれ たた

め と自供 してい るが,パ リの新聞報道 では女性 の足 にクギ を打 ち,鼻,く ちび

る,乳 房 などを刃物でそ ぎ取 る 「儀 式殺人」 を行 っていた。鈴木首相 のパ リ入

りを二 日後 に控 えた十六 日,仏 マス コ ミは この残忍 な犯罪 を大 々的 に報 じてお

り,欧 州での対 日感情への影響 も心配 され てい る。

パ リ警視庁 の十六 日の発表 では,犯 人 の 日本人 は神戸市生 まれ,パ リ十六 区

エ ルラ ンジ ュ通 り,佐 川一 政(三 二)(本 国の住 所,東 京都 文京 区大塚 二の四
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の八)で,パ リ第三大学(通 称 ソル ボンヌ大学)で 比較文学 を専攻,被 害者 は

同大学 のオラ ンダ人女性,パ リ六 区ボナパル ト通 り,レ ネ ・アル テベ ル トさん

(二五)。 レネ さんは黒い髪の長身の美人 だった とい う。

十三 日夜,パ リ郊外 ブーローニュの森 で,ア ベ ックが池のそ ばの しげみ の中

に隠す ように して置いてあ った二つのスー ツケース を発見 したのが,事 件の発

端。 うち一つ を開 けた ところ,中 に切 断 された人間の手が一つ見 えた ため二人

はあわてて警察 に通報 した。

駆 けつ けた警察 が調べ た ところ,一 方 のス ーッケ ースか ら人間の頭 の部分 と

手足,も う一方 か ら胴体の部分が見つかった。

パ リ警視庁 ではただちにバ ラバ ラ殺 人事件 として捜査 を開始,十 五 日になっ

て遺体 の指紋 な どか ら身元が レネ さんであるこ とが判 明 した。 また,警 察が探

し出 した 目撃者(複 数)の 証言か ら,ア ジア系 の男が十三 日,遺 体 発見現場の

近 くで タクシー を降 り,二 つのスー ッケース をのせた手押 し車 を押 してい たこ

とが わか り,レ ネ さん と交友 関係の あ った 日本 人 「佐 川」 の存 在 が浮 かび上

が った。

パ リ警視庁 は十五 日,佐 川 か ら事情 を聞いた ところ,レ ネさん殺 害 を全面的

に自供 したため,た だちに殺 人,死 体損傷,遺 棄容疑で逮捕 した。

自供 お よび解剖所 見 による と,佐 川 は十一 日深夜 か ら十二 日未 明 にか けて,

エル ランジェ通 りの アパー トの自室で レネ さんを殺害 した。

佐 川 は同 じパ リ第三大学 に通 うレネ さん と先 月知 り合 った。佐 川 は十一 日,

レネさんを招待,レ ネさんが これ に応 じ,同 日夕,十 六 区の佐川 のアパ ー トを

訪 れた。夜 に なって佐 川 が レネ さん に 「泊 まっていか ないか」 と誘 った とこ

ろ,レ ・ネ さん は 「そん なバ カな」 と冷 た くあ しらった。 この レ・ネ さんの冷 たい

態度 に腹 を立 てた佐 川 は,持 っていた22口 径 ライフルで レネさんの頭 を撃 ち

抜いて殺害 した。

十六 日付 の仏大 衆紙 ル ・パ リジ ャンが伝 えた ところに よる と,片 方の足 には

クギが打 ちつ け られてお り,乳 房,く ちびる,鼻 が刃物で切 り取 られ,腹 部 も
じゅ

開かれ て内臓が取 り出されてお り,性 倒錯 した 「十字架」処刑 と呪術 的 な儀式

が行 われた とみ られる。

佐川 はこのあ と,遺 体 を二つ のスーツケースに詰 めて,タ クシーを乗 り継い

で運 び,ブ ーローニ ュの森へ捨 て去 った。 しか も,佐 川 は死体の一部 を自室の

冷蔵庫 に"保 存",肉 の一 部 を十二 日夜 と十五 日昼 の二度 にわた り食べ たこ とを

自供 した。

一 「読売新聞』(昭 和56年(1981年)6月17日(水 曜 日)朝 刊
,第 一面)
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b.パ リ留学5年 目,倒 錯の惨劇

射殺……鼻,乳 房切 る 「求愛拒否 されカ ッと」佐川 自供

パ リの 国立大学 に留学 中の 日本人学生が ,同 じ学部 のオランダ人女子学生 に

求愛,断 らわれ カ ッとな り,射 殺 した上,死 体 をバ ラバ ラに してその一部 を食

べ る とい う猟奇殺人事件 は,パ リの在留邦人 だけでな く,日 ごろ,物 事 に動 じ

ないパ リっ子 たちに も大 きなシ ョックを与 えた。 この衝撃 的 なニ ュース を聞い

た東京 に住 む犯 人の父親 も 「まさか息 子が…」 と,あ まりのこ とにぼう然 とす

るばか り。 自動車輸 出な ど経済 問題 をめ ぐって,た だで さえ ヨーロ ッパ人 の 日

本へ の反感が強 まっている時だけに,「"野 蛮な 日本 人"と い うイメージが排 日感

情 に輪 をか けるこ とにならなけれ ばよいが…」 と外 務省関係者 らも憂慮の色 を

隠せ ない。

スーツケース 手押 し車買 う

セ ックス を拒否 された だけで,佐 川 は一体 なぜ"恋 人"を 殺 害 し,バ ラバ ラ

に して,そ の一部 を食べ る とい う信 じられ ない ような,残 虐行為 に走 ったの

か 。

「私 は カ ッとな り,何 が何 だ か分 か らな くなって しまった。 そ して,ラ イフ

ル銃 を彼女の頭部 に発射 した。死体の処理 に困 り,料 理用の包丁数丁で彼女の

体 を切 り刻 んだ。翌十二 日,近 くのス ーパ ーマーケ ッ トに行 って,ス ーツケー

スニ つ と手 押 し車 を買 って来 た。 遺体 をス ーッケ ースニつ に詰め込 み,タ ク

シー を呼 んだ。パ リ市 内 を回 ったが,捨 てる場所 が見 つか らなか った。そ こ

で,数 時間後,別 のタクシーをつ かまえて回ったが,ム ダだ った」

レネ さん を射殺 した上,手 足 をバ ラバ ラに し,腹 部 を開い て内臓 を取 り出

し,鼻,く ちび る,乳 房 を切 り取 った とい う佐 川の何 と も言い ようの ない異常

な 自供 は さらに続 いた。 フラ ンス通信 が警 察発 表 と して伝 えた ところに よる

と,佐 川が彼女 の遺体 か ら肉片 を切 り取 り,冷 蔵庫 に"保 存",そ の一部 を食べ

た といい,佐 川 は 「これ まで長い間,若 い女性の 肉を食べ たい とあ こがれ てい

た」 とも供述 した とい う。

一 『読売新聞』(昭 和56年(1981年)6月17日(水 曜 日)朝 刊
,第 二三面)

公判 が始 ま り,佐 川 は犯行 を自供す る。 しか しなが ら,「極 度 の心神 衰弱 であった」 とい

う理 由か ら犯行 当時 の責任 能力 を問 うことが で きず不起 訴処分 とな り,ア ンリ ・コラ ン病

院への無期 入院の判定 が下 され た。

そ んな彼が,WebmagazineのVICE(http://www.viceland.com/jp/v5n6/htdocs/whos一
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hungry-502.php)(ア ク セ ス:2011年10月10日)の イ ン タ ビ ュ ー に 応 じ,"WHO'S

HUNGARY?"の タイ トルで当時 の事件背 景お よび現在 の心境 を赤裸 々に語 ってい る。下

記 には,当 該 インタビューの応 答で,本 稿 の研 究内容 に関 る部分 をで きるだ け詳細 に抜粋

した。

(2)「 そ うい った女性 の 肉を,殺 して食べ たい とい うよ りは単純 に"カ ジってみたい"

と強 く思 う様 にな りま した。そ うした欲望 はまさに性欲 そのモ ノで,例 えばバ ラが

減 って る と女性 を食べ たい とい う気持 ち も起 きない んです。で もあ る程度 なにか

食べ て満 た されると,だ んだん とアレも勃 って来 ます よね?そ うなると"食 べ たい

な あ"と 思 うんです。矛盾 して るで しょ?だ か らコレは,本 来の食欲 じゃないワケ

です よ。"ヒ トの肉を食べ たい"と い う食 人欲望 は僕 にとって性 欲み たい なモ ノだ

か ら,ど んどん射精 していか ない と,も う高 まる一 方なんです。」

(3)「 それで まず はオシ リを切 り始め たんだけ ど,い くら切 って も トウモ ロコシみ たい

な皮下脂肪 ばっか り。 ようや く出て きた赤身の肉 を指で引 きちぎって口の中に入れ

た ときなんか もう,歴 史的瞬間だ と思 いま したね。で も別に快楽殺人の ように,肉

を切 りなが ら快 楽 を感 じていたワケではあ りませ んか ら,こ のコ トを思い出 して話

すのはス ゴ くしん どいんです よ。彼女 が死体 になっちゃった時 も"し まった,大 切

な友達 を亡 くして しまった"と 思い ま したか ら。僕 が ホ ン トに食べ たかったの は

"生 きた彼女のお肉"だ
った。…それ まで もオ ンナの コの友達 は沢 山い ましたけ ど,

食べ ようなんて思って もみ ませ んよ。それは人格 のあ るヒ トとして見 なしてるワケ

ですか ら。「愛 してたか ら殺 して食べ たんだろ?」 とか よ く言 われ るけ ど,愛 して

た らわざわざ殺 して食べ や しませ んよ。」

(4)「 最 初 はオシリに直接 カブ りつい てそ のままカジろ うと思 ったけ ど,そ んなの とん

で もないです。人間の皮膚 は とて も分厚 いです か ら,む しろアゴの方が痛 くなる く

らいで。 まあ歯形 はつ きましたけ どね。 クリ トリスだけは,ち ょうどその とき彼女

は月経 だったみたい でモノス ゴい ニオイが したか ら,も う噛 めず に陰毛 と一緒 に

飲 み込 み ました。で もそ の ときは初 め て性 的 な快感 とい うか,体 中が燃 えるよ う

なカ ンジが しました よ。それか ら,ウ シや クジラなんかだ と,獣 のニオイがあるで

しょ?そ れが ヒ トの場合 はそ ういったニオイが まった くないんです よ。だか らきっ

と,あ らゆる肉の中で も一番美味 しいのが ヒ トの 肉なんだ と思 います。 とにか くケ

モノ臭 さが ない。逮捕 される直前 に食べた ときは,も う数 日経 って たせいか,よ り

甘 味が増 して美味 しかったですね。 それか ら足 のウラの肉 って のはクサ くてマズ

か った。い ちばん美味 しいのは クビの 肉です。上半 身に行 けば行 くほ ど,繊 細 な
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味なんです。それか ら舌。その まま口か ら引 っ張 り出 して噛 み ました。 で もまあ,

ク ビも舌 もあん まり肉があ りませ んか ら,食 べ るんだった ら太モモです ね。」

(5)「 そんな観念 的なモノ じゃな くて,あ くまで も"フ ェテ ィッシュ"な んです。食べ

る とい うよ りはち ょっとか じって味見 してみたか っただけのこ とで。だか らもちろ

ん今 で も,"キ レイな女性 の肉 を食 べたい"と い う性的感情 はあ ります よ。 だって

それは,普 通の人で も好 きな女性が 出来 た ら何 回だって会 いたい,近 くにいたい,

彼 女の ニオイ を嗅 ぎたい,接 吻 を した い と思 うじゃない です か。僕の場合 はその

延 長線上 に"食 べ る"と い うのがあ るだけで。で もそれ は もち ろん一般 的 には通

じない し,通 じるワケが ない。で も"食 べ たい"と 言 って も,相 手 を殺 しち ゃった

らダメです ね。それ だ と,"モ ノ"に なっち ゃうか ら。 だか ら食べ るんだ った ら,

ち ゃん と生 きているまま食べたい。」

(6)「 特 に6月 み たい に女性 が肌 を見せ 始 める季 節 になる と,食 い た くて食 いた くて

しょうが な くなっちゃう。今 日も,駅 へ向か う時にオシ リの キレイな女性が いたけ

ど,あ あい うの見ち ゃうと"死 ぬ までに もう一度食いたいなあ"と 思 っち ゃいます

ね。出来れ ば 日本 人の女性 を食べ てみ たい。それか らなるべ く素材の味 を活かす

ために も,ス キヤキ とか シャブシ ャブが イイですね。」

(7)「 ウンコは流石 にないけ ど,オ シッコと唾液 はいつ も飲 ませ て くれ るコがい ました。

まあその コが結婚 してか らは流石 にム リです けど,そ れ までは直接僕 の アタマの

上におっ立 ってオ シッコ飲 ませて くれて。それが また美味 しいんです よ,ニ オイ も

少 な くて。その コが赤 ちゃんを産んでか らもうちに遊びに来 て くれて ましたが,流

石 に前 みたいなことは出来 ないか ら,オ シ ッコをペ ッ トボ トルに入れて置いてい く

んです。で も不 思議 なことに,も う飲 めないんです よ。"赤 ち ゃんの世話 をす るお

母 さん"と い う生活感 がモノス ゴ く漂っているか らなんで しょうね。 ヒ ドい言 い方

なんだけ ど,彼 女 を女性 として もう見 れな くなっちゃったんで しょう。」

‐VICEMAGAZINE(http://www
.viceland.com/jp/v5n6/htdocs/whos-

hungry-502.php)(下 線 ・一 部 省 略 筆 者)

ここで も(現 代 文明社 会 に属す る我 々の視点か ら見て)彼 の 「狂気性」,「異常性」が改め

て浮 き彫 りとなるで あろ うし,ま た,(我 々の文化 圏内の)社 会慣 習面 にお いて もそれ を

実際 の行動 に移す ことは もちろん許 され るべ きで はない。 しか しなが ら,人 類 の歴史 を振

り返 ると,ト ーテ ミズムに代表 され る宗教観 に基づ き,「社会行為」 としての カニバ リズム

その ものは とり立 てて奇異 な行動習慣 ではない。族 内食人 として は日本 に残 る 「骨噛み」2

の慣 習 も 「食 人 によって死 者 の魂 や 肉体 を分割 して受 け継 ぐこ とがで きる」 と信 じた思
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想 ・観念の一例であろ う(cf.吉 岡(1989:284-285))。 また,次 の(8)は 族外食人行為で

はあ る ものの,人 肉が強壮 剤(場 合 によって は媚薬)の 一種 にな り得 る と捉 える思想 も同

様の コンテキス トに含 まれる3。

(8)中 国産 の人 肉カプセル密売 ソウルの薬剤 市場 と韓 国誌

2011.7.2123:30

韓 国の有カ月刊誌 「新 東亜」8月 号 は,死 産 した赤 ん坊 や生後1～2カ 月の乳

児 の人肉か らつ くられた粉 末入 りのカプセルが 中国か ら韓 国に流 入 し,ソ ウルの

薬剤市場でひそかに売 られていると報 じた。

韓国関税庁が近 く検察当局に捜査を要請する予定 という。

同誌 によると,今 年初めに寄せ られた情報を基に,中 国現地で韓国に流入 して

いるのと同じカプセルを同誌が入手。関税庁の協力を得て国立科学捜査研究所で

成分分析 を行った結果,遺 伝子情報が人間のものと99%一 致 した。材料 となる

乳児の遺体 などは,ブ ローカーが吉林省延辺朝鮮族 自治州図個市の病院から買い

取 っ て い る 。

同 誌 の 取 材 で は,ソ ウ ル の 薬 剤 市 場 に 持 ち 込 ま れ た カ プ セ ル は,大 病 を 患 っ た

人 に 効 く妙 薬 と し て100個 当 た り70万 ～80万 ウ ォ ン(約5万2千 ～6万 円)

で 密 売 さ れ て い る とい う 。(共 同)

-MSN産 経 ニ ュ ー ス(2011
.7.21)(http://sankeijp.msn.com/world/news/

110721/chnl1072123320011-nl.htm)(下 線 筆 者)

(ア ク セ ス:2012年1月10日)

さ らに,以 下(9)に 示 され るように,粟 屋 剛氏 は著書 『人体 部品 ビジネス』で,臓 器

移植や流産胎児,胚 の医療 目的の人体利用 について もカニバ リズムの一種,す なわち 「ネ

オ ・カニバ リズ ム」 として規定 してい る4。

(9)人 類 は,形 を変 えて,す なわち,ソ フィス トケー トされた形 で,カ ニバ リズムを再

開す る可能性があ る。私 はそれを 「ネオ ・カニバ リズ ムNeoCannibalism」 と呼 ん

でい る。 ネオ ・カニバ リズ ム とは,未 来社 会 におけ る人 肉の加 工食 品 としての利

用(お よび商品化)で ある。私は,現 代 における人体の徹底利用と商品化の延長

線 上 にネオ ・カニバ リズム を見 る。そ れは,仮 に,実 現す るな らば,人 体徹底 利

用 お よび商品化の,お そ らくは終着駅である。

私 は,数 年前 に,半 ばSF物 語 として(三 分の一 くらいは まじめだった)こ のネ
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オ ・カニバ リズム につ いて書 いた。現 実 には,臓 器 や組織 の供給 の問題 は,や が

て,人 工臓 器や動物臓 器 の開発あ るいはそれ らのハ イブ リッ ド臓器 の開発,さ ら

には再生臓 器 の開発 な どとい う形 で解決 され るで あろ う。 また,食 糧 の問題 は,

バ イオテ クノロジーやEMな どのテ クノロジーお よび国際規模 の適切 な食糧 政策

た とえばFAO(国 連食糧農業機関)な どに よる によって解 決 されるだろ

う…… と期待 して いる。 しか し,後 述す る ように,臓 器移植 や脳死 身体 の各種 利

用,広 く人体 の徹底利 用 を正 当化 す る三つ の原理 す なわち生命功利 主義,物 的

人体論,お よび 自己決定の原理 は,明 らかに,ネ オ ・カニバ リズム までその射程内

に入れている, とい うことを忘れて はならないだろう。

一 粟屋(1999:219 -220)(下 線筆者)

しか しなが ら,佐 川 が語 る 「性 的感情 」 は上記 と明 らか に趣 を異 に してい る。 つ ま り,

「非社会 的行為」 に属す るカニバ リズムで ある。確 かに,ウ ル グアイ空軍機571便 遭難事

故(1972年)や アメリカ合衆国開拓者 キ ャラバ ン ・ドナー隊の シエ ラ ・ネヴ ァダ山脈 山中

トラッキー湖 畔における遭難事故(1846年)な ど,非 カニバ リズム文化 圏の人々につ いて

も,過 去 に数例 の非社会 的食人行為 が報告 されてい る5。 ただ,こ れ らはあ くまで も 「緊

急事態下 における食糧補給」 とい う合理性 を伴 った行為 であ り,さ なが ら戦場 にお ける兵

糧補給や飢謹時 の食料確保 と等価 の意義 を持 つ点 で,上 述 の性 的感情 に基づ く人 肉嗜好 と

は区別 されるモ ノで ある。で は,現 代 の文明社会 におい て,佐 川が述べ る ような性的 カニ

バ リズムが稀有 であるか と言 えば,特 異 ではあって も特殊 ではない。事 実,ブ ル ック リン

の吸 血鬼 と して知 られるAlbertHamiltonFish,ミ ル ウ ォー キーの食 人鬼 の異名 をとる

JeffreyLionelDahmer,犠 牲 者 の 肉 を缶 詰 の 豚 肉 と偽 っ て 売 り歩 い た と噂 さ れ た

Friedrich"Fritz"HeinrichKarlHaarmann,赤 い切 り裂 き魔の呼び名 で知 られ るAndrey

RomanovichChikatilo,ア メ リカ殺 人 史 を代 表す る1人 であ るEdwardTheodoreGein,

さ らに食 人志 向 を強めたNikolaiDzhumagalievやCarlFriedrichWilhelmGroBmannな

ど,性 的 カニバ リズ ムを実際の行動 に至 らしめた種 々の事件 も枚 挙 に逞がない。

上記 に見 られ るようなカニバ リズムその ものの研 究は文化人類学や社会学 な ど多 くの分

野で なされて きた(cfHarris(1977),Attali(1979),Arens(1979),吉 田(1988),吉 岡

(1989),Sanday(1986),Bataille(1973,1977))。 また,FranciscoJosedeGoyayLucientes

のSaturnodevorandoaunhijo(邦 題:『 わが子 を喰 らうサ トゥルヌス』)に 関する ものな

ど,芸 術 分 野 に お け る 同 研 究 も盛 ん で あ る(cf.小 山 田(2002:67-73),大 高(2006:

112-113),バ ーゲ ン,バ ーゲ ン(ワ タナベ(訳))(2004:75-76))6。 次の(10)に 示 される よ

うに,カ ニバ リズムが 「人間の本性の産物」 の一 つであ り,そ れ を倫理 として封 じる もの
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が宗教や(そ れによって形成される)道 徳であるとするならば,多 角的な方向から研究す

る必要性があるのも合点がい く7。

(10)多 くの原始社 会で は,諸 個 人あ るいは諸種 族 に とって,病 気 で ある とはす なわち

死 の脅迫 の ことであ り,餌 食 を,道 連れ を求 め る死者 の魂 に侵 される ことに他 な

らなかった。療病す るとは,な らば,死 者 の魂 と闘い,そ れ を遠 ざけるとい うこと

に なる。そ してそのため に最初 に編み 出 された ものが,死 者 の魂の器 を食 べ るこ

と,つ ま り,死 者 の屍 を生者の 身体の中に閉 じ込 めることに よって,そ の魂 を引 き

離 し,も どれない ように遠 ざける とい った巧妙 な策略 であ る。治療 のための カニ

バ リスム,そ れ は原初 的で持続 的 な秩 序,し か し,不 気 味 で脆 弱 な秩 序 であ る。

とい うの も,そ れに は捕食 人間狩 り,略 奪 が伴 うか らだ。 それ に殺す ことにつ

なが る。持続 す るにはあ ま りに危険 であ るが故 に,カ ニバ リス ムは姿 を隠す。 だ

が,消 え去 って しま うにはあ ま りに不可 欠 であ るが 故 に,そ れ は舞 台 に上 が る。

この秩序は見世物,
マル

つ ま り 《悪》 の厄除け儀礼 となる。

一 アタリ(金 塚(訳))(1984:4)(下 線筆者)

2.2.言 語学 にお ける食 人研 究 一 性的 力ニバ リズム表現 に見 るジ ェンダー言語態 一

そ の一 方で,「 言語面」 か ら見た カニバ リズム,そ れ も性 的カニバ リズ ム認識 に関す る

言語 文化学 的研 究 は,筆 者 の知 る限 り,こ れまで存 在 していない。確 か に,平 賀(1997)

で は,「 我 々が 日常 何気 な く使 ってい る言 語表現 の なか には,女 を品物 と して隠喩化 し,

その商 品性や食物性 を強調 している ものが数多 くある」(平 賀(1997:124))こ とを,実 例

を挙 げて説 明 している。 また,そ の根 底 には 「女 は品物 だ」・「女 は商品 だ」・「未婚の女性

は商 品だ」・「夫(の 家)は 妻 を買 う」・「結 婚 は売買 だ」・「女 は食べ物 だ」・「女 は果実(野

菜)だ 」・「男 は女 を食べ る」・「セ ックス は食事 だ」 とい う隠喩概念が存在 している ことを

指摘 し,そ こに見 られる 「性 の対象 物」 と して の女 性観 につ いて述べ られて いる。熊 抱

(2006:225)に お いて も同様で ある。 しか しなが ら,こ う した研究 はいずれ も社会 言語学

(特 にジ ェンダー研究)的 見地 に立脚 した もので あ り,本 稿 の趣 旨 とは一線 を画す る。 な

ぜ な ら,い ずれ もが,な ぜ 女性 は 「食べ物で なければな らないのか」 とい う(認 知言語学

の枠組 み にお ける)「 根源領域 の選択」 とその隠喩体系 が存 在す る 「社会 ・文化 的環境 と

の相互作 用」 につ いて観 察 した 「ジェ ンダー言語態」 に関す る研究 ではないか らであ る。

また,後 者 で は,た とえ ば 「*花子 は男 をつ まみ食 い す るか ら気 をつ けな さい。」(平 賀

(1997:120))と い った文 は 「非文」 として扱 われ ている。 しか しなが ら,筆 者 の経験上,

近年,女 性が 同様 の表現(た とえば 「年下 の男 をつ まみ食いばか りしているか らこうい う
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こ とになるの よ」 な ど)を 使 用 して い るの を耳 にす る8。 このギ ャップは時代 の変化 に

伴 った ものであ り,女 性 の社 会的地位の 向上(も しくは男性 の地位の低下)と 無関係で は

ない であろう。 こう した表現 ばか りで な く,後 述す る 「彼 氏がい るの に他の男 を漁 ってい

る らしい よ」,「草 食系 男子」 とい った新 しい表現群 も同様 の コンテキス トに含 まれる。 た

だ,こ こで注 目すべ きは,た とえそ こに対 等 な関係の構築が 関与 していた として も,そ う
............

した女性がなぜ 「食人表現を用いなければならないのか」という言語文化学的根拠の問題

に再び行 き着 く。今 まで女性の地位に対 して迫害を引 き起こしてきた男性社会への復讐心

か らであろうか,否,筆 者はそうは思わない。やはり,女 性 ・男性共にあくまで も 「自然

と」(す なわち恣意的ではな く)食 人表現が共通 して用いられている(も しくは用いられ

始めている)の だから,性 差だけではな く(後 述する)「強者から弱者へ」 という本能を

媒介 に した食 人の原始性,す なわ ち 「カニバ リズ ム」認識 が人 間の無意識 的意識
　 　 　 　

(unconsciousconsciousness)に 本来 的 に備 わ って いた,そ して,そ れが 「具現 化 した」

と考 えなけれ ば論理 に合 わない。事実,平 賀(1997)や 熊抱(2006)が 挙げてい る性差以

外の表現(た とえば 「あいつ は人 を食 った ような態度 を している」(平 賀1997:122)な ど)

に もカニバ リズム認識が反 映 されて いる場合 もあ る9。 誤解 の ない よ うに再度 述べてお く

が,平 賀(1997)や 熊抱(2006)は 語彙 に現 れ る性差 を見 る上 で非常 に優 れた研究 で あ

り,筆 者 も多 くの点で参考 に した。 また,そ れ らで述べ られている ように,そ う した性的

カニバ リズ ム表現 は圧倒 的に女性 を対象 とした ものが多 い ことも事実 であ り,本 稿 もその

趣 旨に沿 ってい る。 しか しなが ら,上 出の観 点故 に,食 人表現 の隠喩の 「外 側」 に存在す

る根源領 域選択 の社 会 ・文化 的ゲ シュタル トを言語 の側面か ら明 らか に しようとす る点,

また,そ れ に伴い,そ うした認識 メカニズムが異言語間 にまたが って存在 してい る人 間言

語文化 であるのか どうか とい う反証可能性の点で,本 稿 は性差 も射程 に捉 えつつ,従 来の

ジェンダー言語学 の枠組 みを超 えた 「言語態」 とのイ ンターフェイス と しての食人言語文

化研究 となる。

次 に,以 上の論 を展 開す るには,そ の前提 として 「言語 と文化」 に関す る如何 なる見地

に基づ くべ きかが問 われるであろ うが,そ の見解 の一つ となるのがサ ピア=ウ ォーフの仮

説(theSapir-Whorfhypothesis)で あ る。た とえば,以 下(1)で は 「人々の生活観 は言

語 に反映 される」 と提唱 されている。

(1)Humanbeingsdonotliveintheobjectiveworldalone,noraloneintheworldof

socialactivityasordinarilyunderstood,butareverymuchatthemercyofthe

particularlanguagewhichhasbecomethemediumofexpressionfortheir

society.Itisquiteanillusiontoimaginethatoneadjuststorealityessentially
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withouttheuseoflanguageandthatlangugeismerelyanincidentalmeansof

solvingspecificproblemsofcommunicationorreflection.Thefactofthematter

isthatthe"realworld"istoalargeextentunconsciouslybuiltuponthe

languagehabitsofthegroup....Weseeandhearandotherwiseexperiencevery

largelyaswedobecausethelanguagehabitsofourcommunitypredispose

certainchoicesofinterpretation.

Carroll(ed.)(1956:134)(下 線 筆 者)

また,次 の(2)に 示 されるように,認 知言語学分野における経験主義の枠組みの中では

「言語は人間の本性の産物」 として捉えられている。

(2)Eachsuchdomain[=abasicdomainofexperience]isastructuredwholewithin

ourexperiencethatisconceptualizedaswhatwehavecalledanexperiential

gestalt.Suchgestaltsareexperientiallybasicbecausetheycharacterize

structuredwholeswithinrecurrenthumanexperiences.Theyrepresent

coherentorganizationsofourexperiencesintermsofnaturaldimensions(parts,

stages,causes,etc.).Domainsofexperiencethatareorganizedasgestaltsin

termsofsuchnaturaldimensionsseemtoustobenaturalkindsofexperience.

Theyarenaturalinthefollowingsense:Thesekindsofexperiencesarea

productof

Ourbodies(perceptualandmotorapparatus,mentalcapacities,

emotionalmakeup,etc.)

Ourinteractionswithourphysicalenvironment(moving,

manipulatingobjects,eating,etc.)

Ourinteractionswithotherpeoplewithinourculture(intermsof

social,political,economic,andreligiousinstitutions)

Inotherwords,these"natural"kindsofexperienceareproductsofhuman

nature.Somemaybeuniversal,whileotherswillvaryfromculturetoculture.

-LakoffandJohnson(1980:117 -118)(下 線 ・[]内 表 記 筆 者)

上記(1)一(2)そ れぞれの言 語観 についての是非 もあ ろうが,話 し手 ・書 き手が属す る

社会 ・文化 との相互作用 に よって人 々の 「モ ノの捉 え方」が言語 に反 映される とい う言語

文化学的見地(cf.上 野 ・森 山(2011))も これ ら2つ の言語観 に加味すれ ば,(性 的)カ ニ
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バ リズ ムが原始的思想 ・行動様式 の一つ である限 り,無 意識の産物 として言語表現 に現れ

ていた として も何 ら不思議 ではない。事実,"sexualappetite"な ど,共 感覚(synesthesia)

に近 い形 で,食 か ら性へ の生体活動 の感覚転移表現 も存在 している。 ま してや,後 者の認

知 言 語 学 の 枠 組 み で は,言 語 概 念 を 生 み 出 す 「無 意 識 的 意 識(unconscious

consciousness)」 に光 を当て,そ の経験 のゲ シュ タル トを明 らか にす るこ とが言語研 究の

本質 である(cfLakoffandJohnson(1999:117-118))。 したがって,倫 理 的な側面 か らも

容認 されないタブーであった として もカニバ リズムがそ こに潜 む人間の本性の一つで ある

とす るのであれ ば,そ れ を直視す るこ とを恐れず,躊 躇 な くその認識が反映 され る言語 メ

カニズムの解 明を 目指 して愚 直に逼進す ることも言語学者 としての使命 となろう。

そ こで,本 研 究の鍵 とな り得 る記載 が2.1.に おける(2)一(7)で あ る。上述 した よ

うに,あ くまで も 「性 的カニバ リズム とい う原始 的思想 ・行動様 式が如何 に して言語 に反

映 されているか」 とい う言語文化学 的メカニズ ムを見つ めるこ とが本稿 の趣 旨であ り,パ

リ人 肉事件 の司法判 断の妥 当性 お よびそ こに至 るまでのプロセスを検証 ・分析す るこ とが

主 たる研究 目的で はない。 したが って,こ れ以上の事件背景 には触れ ないが,彼 が率直 に

述べ た真 情 は,脳 内活動 の結果事象 である言語の側面 か ら本性 の原始 産物(以 下,「 原始

性」 と記載)を 見つ める上で示唆 に富 んでいる。特 に,同 箇所の引用下線部か ら総 じて得

られ る 「性的 カニバ リズムは一般の人 々が持つ肉欲の延長線上 に存在 しているが故 に,生

きている相 手が十分条件 となる。 また,(世 間一般 でい う)愛 情が性 的快感 に結 びつか な

いが故 に,内 在性 の感覚が必要条件 となる」 とい う点 は後述す る論 旨と密接 に関連 する10。

誤解 のないよ うに述べ てお くが,結 果 として不起訴処分 となった とはいえ,被 害者お よび

被害 者 の遺族 の方 々の心情 を慮 かる と筆者 も極 めて沈痛 な思 い を抱 くばか りであ る。 た

だ,上 述 した ように,認 知言語 学の枠 組み において人間の本性の産物が言語 に反映 される

メカニズ ムを明 らか にす ることが言語 学者の使命 である限 り,た とえそれが現代 文明社 会

で倫理的 にタブー と見 なされ るモ ノであったと して も避 けて通 ることは能わず,2.1.に

お ける(2)一(7)の よ うな現存す るカニバ リス トの非倫理 的真情 も研 究資料 として扱 わ

ざるを得ない。

以上 の研究理念 に則 り,言 語文化 も交 えた認知言語学 の見 地か ら,あ くまで も 「言語の

側面」か ら原始性 の一つ を見つ め,そ れが反映 される 「言語表現 のメカニズ ム」 の一端 を

明 らかにす るこ とを 目的に本論 を展 開す る。 また,「 人間の本性 の産物 は,言 語形 態の枠

組み を超 えて存在 し得 る」 とい う人間言語文化(cf.LakoffandJohnson(1999:117-118),

輻森 ・森 山(2012))の 立 場 に基 づ き,日 本語 ・英語 ・スペ イ ン語 ・ルーマニ ア語 表現 を

本研究の対象 とする11。
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3.人 体 の食物化

「性 欲」の意 を示す表現 の一つ に,英 語 では"sexualappetite"が 挙 げ られ,同 様 の概

念表示 はスペ イン語 ・ルーマニア語 におい て も観 察 される。 以下(1a-c)が それぞれ の実

例であ る。

(1)a.Perhapswewillseemore70to80yearsoldpeopleinthestreets,whostill

havetheirsexualappetite.

こ れ か ら は 性 欲 を 持 っ た ま ま の70代,80代 が 街 に あ ふ れ る か も し れ な い 。

-HiraganaTimes
,1998年11月 号(http://www.hiraganatimes.com/)

(ア ク セ ス:2011年11月4日)(イ タ リ ッ ク ・下 線 筆 者)

b.ス ペ イ ン 語:Peudeserquevemosgentesviejasmasdelosaiossetentaalos

ochentaenlasGalles,quetodaviatienensuapetitosexual.

c.ル ー マ ニ ア 語:S-arputeavsavedemdinceincemaimultpestrazioameni

intre70§i80deanicuapetitsexual.

そ して,通 時的観 点 か ら見 れば,appetiteの 意味 変化 は 「食欲 」 の原義 に遡 る。 下記

(2)が その詳細 である。

(2)1.《c1303》 食 欲.2.《a1349》 欲 求,願 望.3.《1373》 性 欲.

◆MEap(p)etit=AFap(p)etit=OFapetit(Fappetit:cog.It.appetito)□L

appetitusapPetite,desire(P.P.)Lapp)eteretolongforムAP-1+1)eteretoseek

(⇒PETITION).

一 「英 語 語 源 辞 典 』(s
.v.appetite,〃.)(下 線 筆 者)

ここに 「性 」 を 「食 」 の観 点か ら見 なす 「欲 の転移 」事 象が確認 されるが,先 に挙 げ た

(性 的カニバ リズ ムに関す る)種 々の事件 で も明 らか な ように,性 欲 が食行為 として昇華

され る事例 の多 くが男性 か ら女性へ の志 向であ り,そ の逆 の流 れで はない12。 さらに,一

般成人男性 であって も,日 常生活でその性的志向が真 っ先 に向か う女性の身体部位 は,通

常,性 器 で はな く,胸 部や磐部 であ ろ う13。 こう した原始性 が フ レーム(frame)と なる

場合,女 性の胸部が図(figure)と して前景化 され,「 食物」 的観 点か ら認識 されていた と

して も何 ら不思議 ではない。次の(3)が その言語 実例 である。
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(3)た わわな胸の ボタンが,男 の手 によって,ひ とつ,ま たひ とつ と外 されてい く。

一 「週刊大衆』2009年3月9日 号(下 線筆者)

「たわわ」 は 「擁 む」 に由来 し,「 弾力 が あって しな う」 さま(cf.『 広辞 苑』(S.V.た わ わ

【擁】,た わむ 【擁 む】,た わたわ 【挑擁】))を 表す。 そ して,以 下(4a-b)の 転移 事象 を

観察 す る限 り,そ う した表現 が用い られる背 景 には,「 女性 の胸 部 は(果)実 であ る」 と

す る構 造の メタファー(constructionalmetaphor)が 存在 しているようである14。

(4)a.僕 はたわわ に実った リンゴにそっ と手 を伸 ば した。<根 源領域(sourcedomain)>

b.僕 はたわわに実 った胸 にそ っと手 を伸 ば した。 〈目標領域(targetdomain)〉

事実,次 の(5a-c)そ れぞれの言語実例 に示 される ように,英 語 ・スペイ ン語 ・ルーマ ニ

ア語 において も同様の メタファー認識が存 在 している。

(5)a.She'sgotsuchgreatmelonsthatIcannotavertmyeyesfromthem.15

b.ス ペ イ ン 語:jNuncahabiavistoaunamujerconmelonestaninmensos1

c.ル ー マ ニ ア 語:Tipadeacoloareni§tepepeniatatdeapetisanteincatnu-mi

potluaochiidelaele.ls

しか しなが ら,こ こで問題 となるのが人 間言 語文化 として 「なぜ,女 性 の胸 部が(果)

実 として見 なされ得 るの か」 とい うカリバニズ ム認識 を支 える言語 メカニズ ムで ある。そ

の謎 を解 くには,下 記(6)の 通時的見地 に立脚 しなければならない。

(6)◆MEtrunke,tron(c)ke□(0)Ftronc<Ltruncurn(原 義)stemdeprivedof

branches;loppedoff,maimedL?IE*tera-topassthrough,overcome.

一 「英 語 語 源 辞 典 』(s
.v.trunk,n.)(下 線 筆 者)

上 記(6)で は,人 間 な ど の 「胴 体 」(themainpartofthehumanbodyapartfromthe

head,armsandlegs(OALI)(s.v.trunk,n.,6)))を 表 す"trunk"の 原 義 が"stemdeprived

ofbranches",す な わ ち 「幹 」 の 意 に 遡 る こ とが 確 認 さ れ る が,こ こ に,形 状 の 類 似 性 を

通 した 「胴 体 」 と 「幹 」 との 「投 影(projection)」 関 係 が 浮 か び 上 が る 。

「投 影 」 と は,無 限 の 意 味 表 示 を 有 限 の 道 具 立 て で 行 う 「言 語 の 経 済 性 」 に 基 づ い た 認

知 活 動 の 一 つ で あ る(cfLakoffandJohnson(1980:54),上 野 ・森 山 ・福 森 ・李(2006:
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199-220))。 換言 すれば,「 投 影」 とは,或 る対象物 を表す ため に既知 の ものの姿 ・形 を利

用す る脳 内活動 であるが,そ の根源領域 となる最 も身近 な ものが 自身の 「身体」 であるこ

とは言 を侯 たない。た とえば,そ の実例 と して以下(7a-c)が 挙 げられ る17。

(7)a.Rose:HiIcantalkbecauseIhaveamouth.Myheelhasamouth.

一 映 画InHerShoes(2005)<Ol:32:13>18(イ タ リ ッ ク 筆 者)

b.Jeff:Iwantmymoneyback.AndIwantangelstogiveittome.Andpixies

tocountitout,andagnomeorahobbitoranelftosleepatthefootofmy

bed,andhave‐Ijustwantthemallovermybackyard.

一 映 画RunRonnieRun(2002)<00:56:43>(イ タ リ ッ ク 筆 者)

c.Spielberg:Itwasanoldertruck.Ithadaface.Thewindowsweretheeyes

andhasahuge,protrudingsnout.Thegrillandthebumperarethe

ynouth.Ithadaface.TheothertrucksonthebacklotweretheプZα'-

nosed,bluntedtrucks.

一 映 画Duel(AConversationwithDirectorStevenSpielberg

onMakingDuel)(1971)<00:06:26>(イ タ リ ッ ク 筆 者)

身体性 を基盤 に した同様 の活動 は,日 本語 ・スペ イ ン語 ・ル ーマ ニア語 にお いて も存在 し

てい る。下 記(8a-c)が そ れぞ れの言 語実 例 であ る(cf上 野 ・森 山 ・幅 森 ・李(2006:

199-220),示 畠森(2011a))○

(8)a.日 本 語:あ た ま を 雲 の 上 に 出 し 四 方 の 山 を 見 お ろ して

か み な り さ ま を 下 に 聞 く ふ じ は 日本 一 の 山(童 謡 『ふ じ の 山 』 よ り)

b.ス ペ イ ン語:Tapelabocadelabotellaconlamano.

c.ル ー マ ニ ア 語:Hainelevorbescinlocultau.

逆に言えば,そ の指示関係の類似性(お よびその機能性)故 に,非 身体部位か ら身体部位

への投影事象も生 じ得る。次の(9)一(10)が その言語実例である。

(9)Sid:Look,youwon'tevenknowI'mhere.1'lljustzipthelip.

一 映 画Ice
.4ge(2002)<00:10:40>(イ タ リ ッ ク 筆 者)
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(10)a日 本 語:は い,お 口 に チ ャ ッ ク を し ま し ょ うね1

b.ス ペ イ ン語:!C7翻 α1167π碗1α ∂06α!

c.ル ー マ ニ ア 語:Trage/ermoarullagurapentruVcaspurnumaiprosti.

こう した見地 に基づ くと,上 出(6)で 観察 された 「幹 」か ら 「胴体 」へ と意味変化 を引

き起 こす動機づ け(trigger)に は 「投影」 とい う認知活動が深 く関与 している と考 え られ

るが,前 者 に付 着す る"branch"と の概念 的関係 には注 意 を要する。下記(ll)の 史的事

実 に目を向けてみ よう。

(11)◆MEbra(u)nchロOFbra(u)nche(Fbranche)<LLbrancampaw,claw(Prov.

&Sp.brancaclaw/It.brancaclaw,paw)`?.

一 『英 語 語 源 辞 典 』(s .v.branch,n.)(下 線 筆 者)

ここでは,branchの 原義が"paw"や"claw",す なわち 「(動物 ・獣 な どの)手 足」 の意

に遡及す るこ とが観察 される。 したが って,以 下(12)一(13)の 言語事 実お よび各 々の概

念化 か らは,「(胴 体 を中心 と して手足 が付 着 してい る)動 物の姿 ・形」 を根源領域 とした

人間の脳 内活動 の発達 プロセスが導 き出 されることになる。

(12)a.thetrunkandbranchesofariver

b.上 記(a)の 概 念 図:

しか しな が ら,こ こ で さ ら に 注 意 す べ き こ と は,"themainpartofthehumanbodyapart
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fromthehead,armsandlegs"(OALD(s.v.trunk,n.6))と も 定 義 さ れ る よ う に,

"t
runk"に 「「人間の胴体』 の意が付加 され るのであれば,『 人間の手足』 もbranch(es)で

概念化 し得 る」 とい う認 識上の論理 であ る。事実,「 人 間の腕 が枝 として概念 化 され,さ

らに,そ の先端部であ る指 は葉 に相 当す る」 とい う投影活動 の拡張認識 が,次 の(14)の

言語実例 に反映 されている19。

(14)Therapist:Letyourarmsbethebranches.Feelthestrengthofthosebranches.

Reach.Reachallthewayupintothesky.Verygood.Letthewind

blowtheleaves,andletyourfingersbetheleaves.

一 映 画Girl
,Interrupted(1999)<00:55:55>(イ タ リ ッ ク 筆 者)

さ らに,木 の表面(特 に幹 の上部や枝 部)を 「覆 う」 もの は 「葉」 である。 したが って,

以下(15a-b)に 示 される ように,人 間の身体 を 「覆 う」肌 も,「 葉」 を根源領 域 と して見

な し得 る20。

(15)aみ ずみず しい若葉 く根源領域>

b.み ずみず しい肌21〈 目標領域 〉

こ う した 認 識 は,「(植 物 が)青 々 と茂 っ た 」 の 意 を 持 つlushが 俗 語 と して 「な ま め か し

い 」 の 意 で 用 い ら れ(cf「 ジ ー ニ ア ス 英 和 辞 典 』(s.v.lush1,adj.,2)),か つ,下 記(16)

が 示 す よ う に,そ の 原 義 が"softandwatery"に 遡 及 す る 史 的 事 実 と 並 行 す る22。

(16)◆MEIuschloose,relaxed,soft(変 形)LPIathe,lashe,slow,loose,softand

watery(ofplants)□OFlasche(Flathe)□laxus,loose(⇒LAx2):cf(方 言)

lashsoftandwatery.

一 『英 語 語 源 辞 典 』(s
.v.lush1,adj.)(下 線 筆 者)

ここで ようや く,前 出(3)一(4)で 問題 となっていた 「なぜ,女 性 の胸 部が(果)実

として見 なされ得 るのか」 とい う性的 カリバニズ ム認識 につ いて,そ の言語 メカニズ ムが

明 らか となる。人間の胴体 は幹 と して,手 足 はそれ に付 着す る枝 と して概 念化 され る投影

認識 を観察 した。つ まる ところ,人 間の身体が 「木」そ の もの として概念化 されるフ レー

ムが存在 す るの だか ら,女 性 の胸 部 は木 に付 着す る植物 由来の食物 でなければ ならない。

この必要条件 に[+形 状 の類似]お よび[+(重 力 に抗 うかの ように)し な う物]と い う
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投影認識 も相 まって,

であ る23。

　 　

まさに 「乳房」が 「子房」として見立てられる食用認識が生 じるの

(次号に続 く)

[謝辞]末 筆 となりましたが,近 畿大学法学部 田邉 義隆 先生(英 語教育学),福 井工業大

学教養部 入学 直哉 先生(言 語学)に は本シリーズの拙稿の隅々までお 目通 し頂

き,貴 重なご助言 ばかり頂 きました。この場 をお借 りして心からお礼申し上げま

す。

<Notes>

1「 ブーローニ ュの森 の猟 奇事 件」 とも呼ばれ る。 なお,こ の事件 が如何 に欧州の人 た

ちに衝 撃 を与 えたか について は,そ れ をモ デル にザ ・ロー リング ・ス トー ンズが12

イ ンチ シ ングルTooMuchiII/(1983年)の 楽 曲を リリース した こ とか らも窺い

知れ る。 この楽 曲はアルバ ム 『ア ンダーカヴ ァー』(1983年)に も収録 されている。

2新 谷(1992:42-43)に は,「 骨噛み」 に関す る以下[1]の 記述が見 られ る。

[1]こ の四十九餅 の伝承 に もか な りの地方差があ るが,ほ ぼ共通 しているの は次

の よ うな点で ある。

まず 第一 に,そ の名 の とお り四十九 個の小餅 とい うこ とである。そ してそ
つ

れ に笠 の餅 とか親餅 な どとい って,一 枚 の大 きな餅 が一緒 に掲か れるのが ほ

とん どであ る。 四十九個 の小 さな丸餅 は死者 のための もの で,死 後,四 十九

日間一 日一個 ず つあ げ る もの とす る伝 承 が古風 を伝 えてい る よ うに思 われ

る。一 方大 きな餅 の方 は,近 親者 で引 っ張 り合 ってち ぎって食べ る とか,一

升瓶 の底 で切 って分 け る とか,鍋 蓋 の上 にのせ て包 丁 で切 る とか い ってお

り,し か もその とき敷居 をまたい です るとい う例 な どもあ り,死 者 との食い

別 れのための所作 である とみ られる伝承が顕著 である。… 一方,こ の笠の餅

とか親餅 とか呼 ばれる大 きい餅 の場合,少 し気 になる奇妙 な伝承 もあ る。そ

れ は,こ の餅 が死者 の身体 に擬せ られてい る とい うことで ある。死者 の手の

形 だ とか足 の形 だ とかい ってい た り,人 間の形 に切 って分 けて食べ るの だ と

か い った り,大 きい笠が胎 盤で,小 さい 四十九 の餅 が 人体 の骨 であ る とか,

とにか く,こ の餅 を人 間の身体 に擬 してそれ を食 べ る とい うような伝承 が,

とくに西 日本各地にわずかずつではあるが点在 しているのである。
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これ らの伝 承 か ら,す ぐに日本 に も古 くは食人 の風 習があ ったのでは ない

か とか,葬 送 に際 して骨 を噛 む風習が あ った とい うような推論 に結 びつ ける

の は無謀 か もしれない。 しか しこの興 味深い伝承 の背後 には何か があ りそ う

で ある。

一 新谷(1992:42 -43)(下 線 ・一部省略筆者)

さ らに,次 の[2]の ように続 けている。

[2]そ の何 か をさ ぐるため には今で は もうほ とん ど失 われて しまった ような伝 承

に も注 意 をひろげる必要があ ろ う。 た とえばアウ トローの 「闇 の社会 」の伝

承 で ある。 日本 のい わば 「闇 の社会 」 に は今 もって特 殊 な骨 かみ の習俗 が

脈 々 と伝 え られ てい る とい うこ とに も注意 しておいて よい こ とと思 われ る。

一 新谷(1992:43 -44)(下 線 ・一部省略筆者)

そ して,そ の 「「闇の社会』 に今 もって脈 々 と伝 え られてい る特殊 な骨 かみ の習俗 」

につ いて,下 記[3]の 事例が紹介 され てい る。

[3]山 折哲 雄 「「死」 の民俗 につい て」(『民俗 フォーラム』創刊 号 昭和 六十年)

には昭和 六十年一 月に暴 力団 山口組 の竹 中組長が 暗殺 され た とき,あ る新聞

にのった次の よ うな記事が紹介 されてい る。

犠 牲者 の骨 あ げが お こなわ れた の は,神 戸 市 市 内の鵯越 火 葬場 で あっ た

が,そ の とき直系 の組員 た ちは竹 中組 長の遺骨 を代 わ る代 わる しゃぶ って報

復 を誓 っ た。 実 は,こ れ には因縁 め いた前 日談 が あ った。 昭和 五 十一年 十

月,大 日本正義団の吉田会長が大阪で射殺されたさい,そ の部下の組員鳴海

清が 同 じことをやってい る。会長 の骨 を砕 き,そ の粉 末 を酒 に入 れ,一 息 に

飲 んで報復 を誓 った とい うの である。やが てか れは,そ の誓 いの とお り,山

口組の組長 だった田岡一雄 を狙撃 し,逃 亡 中に惨殺 され た。

一 新谷(1992:61)(下 線筆者)

3中 国では,古 くか ら 「医療 目的」で人 肉を食べ る習俗が あったこ とが指摘 されてい る

(cf.吉 岡(1989:273-276))。 また,日 本 で も,そ れ に類す る行為 が行 われていた こ と

も指摘 され てい る(cf.吉 岡(1989:285-287),礫 川(1997:14-15,326-332))。

4臓 器移植 の本 質が カニバ リズ ムで あるこ とは,粟 屋(1999)以 前 にAttali(1979)や

鷲 田(1988)で すで に指摘 され てい る。 また,鷲 田(1988)で は,臓 器移植が本物の

カニバ リズ ムにつ なが るこ ともすで に指摘 されてい る。

5救 出作業の際 に牛の干 し肉が支給 されていたに も拘 わ らず,最 後 の被救 出者 は引 き続

き乗 客 遺 体 の 人 肉 を食 べ て い た とす る 報 告 もあ る(cf.ブ レアJr.(高 田(訳))

(1978))o
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6大 高(2006:113)に は,Goyaが 描 いたSaturnodevorandoaunhijoの 絵 に,カ ニバ

リズム と性欲 との関係 を示す一文が見 られる。次の[1]に その一節 を記す。

[1]自 分 の子 に支配権 を奪 われ る との大 地母神 の予言 によ り,サ トゥルヌス 儂

耕神)は 生 まれて くる子 を相次 いでむ さぼ り喰 らう。 … 修復前の写真で は男

性器が勃起 してい た とい う。

一 大高(2006:113)(下 線 ・一部省略筆者)

7Attali(1979)で は,本 来は カニバ リズム を封 じる側 であ るキ リス ト教 に も,そ の根

底 にはカニバ リズ ム的思想が存在 してい るこ とが指摘 されてい る。以下[1]に その

一節 の 日本語訳 を記す。

[1]キ リス ト教 による供犠 の講演 は,神 の病い を祓 い,カ ニバ リス ムを忘 れ させ

る ものであ る とはいえ,そ れ をす っか り消 し去 ってい るわ けではない。 キ リ

ス ト教 の基 本的 な儀礼 であ る聖餐 に至 るまで,そ れは現前 しているのだ。 ヨ

バ ネがパ ンを 「キ リス トの体」 と言 い,ぶ ど う酒 を 「キ リス トの血」 と言 う

時,そ こにカニバ リス ム を認 めない わけ にはゆか ない。 「人 の子 の 肉を食べ

ず,ま た,そ の血 を飲 まなけれ ば,あ なたがた の内に命 はない。 わた しの 肉

を食べ,わ た しの血 を飲 む者 には,永 遠の命が あ り,わ た しはその人 を終 わ

りの 日に よみが え らせ るであ ろ う。 わた しの 肉は まことの食物,わ た しの血

はま ことの飲 み物 であ る。わ た しの肉 を食べ,わ た しの血 を飲 む者 はわた し

にお り,わ た しもまたそ の人 にお る。 生 け る父 が わた しをつか わ され,ま

た,わ た しが 父 に よって生 きてい る よ うに,わ た しを食べ る者 もわ た しに

よって生 きるで あろ う。天か ら下 って きたパ ンは,先 祖 た ちが食べ たが死 ん

で しまった よ うな もので はない。 このパ ンを食べ る者 は,い つ まで も生 きる

で あろ う」 〔ヨハ ネによる福音書,第 六章〕。

一 ア タリ(金 塚(訳))(1984:56 -57)(下 線筆者)

8事 実,以 下[1a-b]に 示 される ように,ウ ェブ上 では男性 を食行為 の対象 とす る記

述が氾濫 してい る。

[1]a.で も,先 日行 われた リオの カーニバ ルで は,イ チ ャイチ ャ とダ ンスす る様

子 が 目撃 され,関 係 は続行 中 と思 われてい ま した が,ど うや らマ ドンナ,

ジーザス以外 に も年下男性 をつ まみ食 い しているみた い1?… 恋 愛対象

と し て 年 下 男 性 が 好 み … と い う よ り も,年 下 男 性 か ら エ ネ ル ギ ー を 吸 収

し た い だ け な の か も1?」

一 「TimeWarp毎 日届 く海 外 エ ン タ メ 情 報 サ イ ト』

(http://www.timewarp.jp/gossipscoop/2010/03/10/5472/)

・:
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(ア クセ ス:2012年1月15日)(下 線 ・一部省略筆者)

b.さ らに,沢 尻 が メンバ ーの友 人や彼 氏 をつ まみ食 いす るこ ともあ った よ う

で,そ こか らメ ンバ ー同士の関係 も悪 くなってい った ようだ。

一 『芸能情報 イ ンサ イ ド』

(http://enta-inside.seesaa.net/article/44286311.html)

(ア クセス:2012年1月15日)(下 線筆者)

上記 はやや男性視点 に立つ 口語表現 に感 じられつつ も,社 会情勢 の変化 に伴 ってそれ

らが違和感 な く読者 に受 け止め られ てい るの であれ ば,ジ ェ ンダーの枠 を超 えた男女

共通 に存在す る 「食人性」 としての言語態 に 目を向 けざるを得 ない。

9性 差 に関わ らない カニバ リズ ム認識が反映 された他の表現 として 「騙 した相手 を骨の

髄 まで しゃぶ り尽 くそ う とす る彼/彼 女 の人格 は信用 に値 しない」 な ど も挙 げ られ

る。

10こ こでの 「内在性」 とは対象者 を自身の生活領域内(す なわち同類的存在)に 同定 さ

せ る感覚。詳 しくは後述。

11本 シ リーズでスペ イ ン語 ・ルーマニ ア語各 々の言語実例 を採用 した理 由は,英 語 はゲ

ルマ ン語族 に属す る もの の,以 下[1]に も見 られ るよ うに,NormanConquest以

降,1万 語 もの語彙 が ラテ ン語 か ら借 用 された事実 か ら,ラ テ ン語 由来言語 との比

較 ・対照が ローマ ・アルフ ァベ ッ ト言語 圏にお ける母語話者 の認識 を浮 き彫 りに しや

すい と考 えたこ とによる。

[1]ノ ルマ ン人の征服以前 に英語 に入 って きたフラ ンス語 はcastle「 城」,pride「誇

り」,tower「 塔」 な ど数語 にす ぎなかったが,13世 紀初めか ら徐 々に増加 し,

1350-1400年 に頂点 に達 した。 中英 語期 だ けで じつ に1万 語 もの借 入語 が英

語 に入 って き,し か もその うち7500語 が今 日の語彙 に残 ってい る。

一 中尾(1989:59)(下 線筆者)

個別 に言 えば スペ イ ン語 はフラ ンス語 と同様 ラテ ン語か ら派生 したイタリ ック語

派 に属す る言語で ある。 そこで,こ のフラ ンス語語彙 を介す るように して,ス ペ イ ン

語 と英語 との間に語 の形 とその意味 との類似性が顕著 に観察 され る と考 え られ る。他

方,ル ーマ ニア語 はギ リシア語 ・ス ラブ語 ・ハ ンガ リー語 ・トルコ語 ・フランス語 な

どの借用語彙が多 く,か つ,文 化的 にローマ ・カ トリックの影響 をほ とん ど受 けてい

ない特異 な言語で あるこ とか ら,ロ ーマ ・アルフ ァベ ッ ト言語の 中で も比較的英語 と

異 なる言語 として原始性 の異 同を参照す るの に大 きな役割 を果 たす と考 え られ る。

また,本 シ リーズ で用 い られ てい るすべ てのスペ イ ン語 ・ルーマ ニア語実例 は,そ

れぞ れの母語話者のチ ェ ックを受 けてい る。 なお,後 者 のルーマ ニア語 にお ける概念
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に つ い て は,森 山 智 浩 の 計4回 に 渡 る 現 地 学 術 調 査(調 査 期 間,第 一 回:2008年8

月5日 ～9月4日,第 二 回:2009年8月5日 ～9月4日,第 三 回:2010年2月12日

～26日
,第 四 回:2011年2月11日 ～3月9日)で 明 ら か に な っ た 研 究 成 果 の 一 部

を 活 用 し て お り,第 四 回 学 術 調 査 は 在 外 出 張 と して 近 畿 大 学 よ り援 助 協 力 を 受 け て い

る 。 以 下 の 方 々 に は ル ー マ ニ ア の 言 語 文 化 ・習 慣 ・伝 統 等 に 関 す る 様 々 な 知 識 を 教 授

頂 き,常 に 温 か く支 え て 頂 い て い る 。

[2]NicolaeMirica(電 気 エ ン ジ ニ ア ・男 性 ・51歳),EmanuelaMirica(小 売 商 ・

女 性 ・46歳),OanaMoriyama(心 理 学 士 ・女 性 ・27歳),BogdanMirica(オ

ペ ラ 歌 手 ・男 性 ・26歳) ,ValentinaMoldovan(バ レ リ ー ナ ・女 性 ・26歳),

DanielaMoldovan(バ レ リ ー ナ ・女 性 ・26歳),EnacheNiculina(機 織 手 ・

女 性 ・72歳),VioricaMirica(無 職 ・女 性 ・71歳),GheorgheChingaru(不

動 産 ・ 男 性 ・50歳),AdrianaChingaru(家 政 婦 ・ 女 性 ・47歳),Radu

Chingaru(大 学 生 ・男 性 ・27歳),AlinManea(エ ン ジ ニ ア ・男 性 ・45歳),

MihaelaManea(教 授(地 理 学)・ 女 性 ・42歳),EvelinManea(大 学 生 ・女 性 ・

23歳),GabrielaManea(大 学 生 ・女 性 ・20歳),SorinMoise(ル ー マ ニ ア 軍

大 佐 ・男 性 ・41歳),MirelaMoise(企 業 秘 書 ・女 性 ・38歳),MirceaMirka

(工 場 長 ・ 男 性 ・37歳),RalucaMirka(家 政 婦 ・ 女 性 ・35歳),Adrian

Mirka(学 生 ・男 性 ・14歳),AndreeaMarinescu(コ ン ピ ュ ー タ技 師 ・女 性 ・

28歳),AndreeaDragoteanu(学 生 ・女 性 ・18歳),BogdanDragan(オ ペ ラ

歌 手 ・男 性 ・29歳),GabrielaSuciu(バ レ リ ー ナ ・女 性 ・31歳),Miruna

Moldoveancu(バ レ リ ー ナ ・女 性 ・25歳),GranceaMarius(ダ ン サ ー ・男 性 ・

30歳),IvascuCosmin(写 真 家 ・男 性 ・29歳),DumitruElenaDaniela(モ デ

ル ・女 性 ・24歳)

さ ら に,当 該 現 地 調 査 期 間 も 含 め,故 森 山 元 嗣(2009年2月 逝 去)・ 故 国 澤 澄 子

(2011年1月 逝 去)・ 故 森 山 さ く ら(2008年9月 逝 去)諸 氏 に は 常 に 多 大 な 協 力 ・支

え を 頂 い た 。 以 上 の 方 々 に は,こ の 場 を 借 り て 心 か ら深 くお 礼 申 し上 げ る 。

12本 稿 の 主 題 で は な い の で 詳 しい 考 察 ・論 証 は 行 な わ な い が,そ れ を 引 き起 こ す 主 た る

要 因 を 観 察 す る 上 で カ ニ バ リ ズ ム は 男 性 と 女 性 と の 二 項 対 立 で 考 え る の で は な く,

「強 者 か ら 弱 者 へ 」 行 な わ れ る こ とが 典 型 的 で あ る こ と を見 逃 し て は な ら な い 。 確 か

に,自 然 界 で は,(人 間 以 外 の)動 物 で 雌 が 雄 を 食 す る 行 為 は 見 ら れ る 。 し か し な が

ら,こ こ で も 「強 者 か ら弱 者 へ 」 と い う法 則 は 依 然 と し て 生 き て い る 。 な お,私 見 で

は あ る もの の,人 間 界 に お い て 「強 者 と弱 者 」 と を 仕 切 る 基 準 は 多 分 に 社 会 的 地 位 に

あ る と思 わ れ る が,近 年 の 日本 で は,女 性 の 社 会 進 出 に よ っ て そ の 社 会 的 地 位 が 向 上
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している。 この よ うな背 景 も相 まって,(特 に若年層 の)女 性 が男性 に対 して 「食 う

=性 行為 をす る」 とい う表現が用い られ るよ うになった と考 え られるが ,カ ニバ リズ

ム認識 のプロ トタイプは男性か ら女性へ の方 向性で ある とい う趣 旨の下,引 き続 き論

を展 開す る。

13パ リ人肉事 件 にお いて,被 害者の遺体 は胸 部 な らびに轡部 を中心 に食 されてい るが,

本論2.1.の(3)一(4)お よび(6)は まさに,本 来 目標領域 であ る肉体 関係 に

転移すべ き性 的志向が"appetite"と い う根源領域 その もの に留 まって しまった事例

として捉 え られ る。

14事 実,こ の構 造の メ タフ ァー を通 して造 られた 「メロ ンパ イ」や 「スイ カ ップ」 と

いった かば ん語(portmanteauword)も 観察 され る。 また,女 性 の轡部 を 「桃尻 」

と表 現す る と きも同様の メ タフ ァーが生 きてい る。 なお,「 マ シ ュマ ロの よ うな胸 」

の ように,(多 分 に触覚 か ら得 られ た)非 果実表現 を用 いて女性 の胸部 に言 及 され る

場合 もあるが,そ こに も 「食物」的観点か ら性的志向 を表す カ リバニズ ム認識が依然

として存在 している。

15女 性 の胸部 に言及す る"mangos"(米 俗),"pears"(豪 俗)等 に も,同 様の性的食物

化認識が観察 される。 また,容 器 のメ タフ ァー(containermetaphor)を 通 して,そ

の(認 識上 の)内 容物 が前景 化 された同様 の性 的食 物化表現 の一 つ に"honeydew"

が挙 げ られ る。 なお,"Shelosthercherry."な ど,処 女 の喪 失事 象 に も食物化 認識

が反映 され る場合が ある。

16ル ーマ ニア語pepen(英 訳:melons)の 代 わ りに,mere(英 訳:apples)な ど他 の

果実用語 も用い られ る。

17LakoffandJohnson(1980:54)で は,「 投 影」は新 奇な表現 を生 まない 「死喩(dead

metaphor)」 として規定 されてい るが,筆 者 はそ うは思 わない。 なぜな ら,本 論 §3

の(8)な どは,い わゆる 「固定化 され た表現」の範疇 を明 らか に逸脱 した投影事象

として捉 え られ るか らで ある。 なお,本 論 §3に お ける考察 しか り,以 下[1]に お

ける概念転 移 しか り,「投 影」 に基づ く研 究 は,姿 ・形 の類似性 をスキーマ と した 固

定化表現の 内的構 造 ばか りに 目をむけるだけではな く,そ れ を用 いて如何 なる外的構

造 を明 らか にす るこ とが で きるのか とい うフ レーム研究 にまで視野 を拡大すべ きであ

る。

1]Thesunrisesintheeastandsetsinthewest.

上記[1]の ように,太 陽の上昇お よび下 降が一つ の文 中内で表 される とき,通 常,

"
rise-set"の ペ アの みが最 も自然 な表現 と見 な され る(た とえば"rise-sink"の ペ ア

は不 自然)。 これは,「 円」 とい う形状の類似性 を通 して 「太陽」が 「人 間の顔」 に見
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立 て得 るこ と,さ らに,こ の投影活動が故 に,"Thesunrisesintheeast"が 「太陽

が東 の空間で立 ち上が る/身 を起 こす」,"(thesun)setsinthewest"が 「(立ち上

が った と見立 て られ た)太 陽が西の空 間で座 る」行為 として概念化 され てい るこ とに

よっている。 さ らに詳 しくは上野 ・森 山 ・幅森 ・李(2006:46-57)参 照。

18〈 〉内の数字 はそれぞ れ,そ の台詞が 当該 映画 ・イ ンタ ビュー内で生起す るく時 間

数 ・分 数 ・秒 数 〉を表す(な お,テ レ・ビ映画 の場合 は生起 タイム を記載 しない)。 以

下 同様。

19日 本 語で も,「 腕神 経叢 の前枝」(anteriordivisionsofbrachialplexus)な ど,同 様

の投影活動が観察 される。

20物 理 的には木の表面 を覆 う物 は木の 「皮」で あって葉で はない。 しか しなが ら,認 識

世界 と客観的世界 を区別す る認知言語学お よびゲシュタル ト心理学の枠組みで は,参

与者 の 中で も通常,色 鮮 や かな ものの方が そ うで ない もの よ りも前 景化す る。 した

が って,本 論で観察 したカニバ リズ ム投影の認識 をここに加味す るので あれ ば,葉 が

多 く茂 った木 々の集 ま りに は通常多 くの果実が実 るな ど 「食物の豊富 さ」,ひ いて は

食欲 を刺 激 して満 たす だけ の 「食物 の適 度 な大 き さ」 が連想 され る 自然 環境 の フ

レ・一ムにた どり着 く。 このよ うなカニバ リズ ム認識の転移事象が反映 された実例の一

つ に以下[1a-b]が 挙 げ られる。

[1]a.Estoesbosqueexuberante.(こ こは豊 かな森 だ)

b.Ellaesrnujerexubertante.(彼 女 は豊満 な女性だ)

21そ の 「若 々 しさ」 な らびに 「新鮮で生気 のある様」が,後 述す る(果)物 の カニバ リ

ズム認識 と相 まって,本 論2.1.に おける(6)の 「特 に6月 み たい に女性 が肌 を

見せ始 める季節 になる と,食 い た くて食 いた くて しょうが な くなっちゃう」 とい う真

情 に結 びつ くと考 え られ る。

22同 概 念 を表示 す る語 と して,ス ペ イ ン語 で は"lozano"(cf.『 小 学館 西和 中辞典 』

(s.v.lozano,na)),ル ーマニ ア語で は"luxuriant"(cf.1)ER(s.v.lush))が 挙 げ られ

る。

23言 うまで もな く,「 メロ ン」 は木 に実 るが,先 に触 れ た 日本語 の造語 「ス イカ ップ」

の ように,木 には実 らない果実 もそ の投影表現 に用い られ る場合があ る。 しか しなが

ら,認 知 言語 学 の カ テ ゴ リー論 で言 え ば,そ れ は あ くまで もその カ テ ゴ リー 内の

「周 辺的位 置」 に属す るプロ トタイ プ拡張(prototypicalextension)の 産物 であ る。

つ ま り,原 始時代 をイメージす ればわか りやすいが,通 常,女 性 の胸部の形状お よび

大 きさに投影 されるよ うなプロ トタイプ的果実 は木 に実 る もので あって,地 面 に位置

す るような果実 と混 同 してはな らない。
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